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議決事項 

第１号 
栃尾地域デマンド型乗合タクシー本格運行について 

１．概要 

令和元年10月からデマンド型乗合タクシーの実証運行を行っている地域において、

令和 3年 4月からの本格運行へ向けた取り組みを進めるもの。越後交通㈱バス路線（荷

頃線）が令和 3年 3月 31日付けで廃止予定。当該エリア内を追加し、運行を行う。 

 

２．取組内容 

（１）運行実績 

表 実証運行実績（1年間） 

期間 令和元年 10月１日～令和 2年 9月 30日 

運行頻度 土日祝日含む毎日 1日 5便 

利用者数 延べ 2,176人（同じ人が複数回利用） 約 1.9人/便 

稼働率 約 62.0％（1,135便/1,830便） 

 

（２）道路運送法第 4条（乗合）許可申請書の提出 

 ・秋葉タクシー㈱を事業者とする。 

 ・参考資料 P１のとおり内容を定め、12月中に申請書を提出予定。 

 

（３）令和 3年度国庫補助金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金） 

・令和 2 年 7 月 8 日付けで、計画書の認定申請書を提出。令和 2 年 9 月 29 日付け

で計画認定された。 

 ・運行事業者、運賃設定、時刻表を確定し、変更申請書を提出する。 

 

（４）令和 3年度の取組 

表 栃尾地域デマンド型乗合タクシー本格運行（案） 

期間 令和 3年 4月 1日～ 

根拠法令 道路運送法第 4条 

運送事業者 秋葉タクシー㈱ 

使用車両 
ジャンボタクシー車両（乗客 9名定員） 

小型タクシー車両（乗客 4名定員） 

運行頻度 土日祝日含む毎日 １日 6便 

利用方法 電話による事前予約制 

運賃 移動距離に応じて設定（200円～600円） 

乗降位置 基本的に停留所での乗降とする。 

  

（５）利用促進案 

・令和 3年 3月 1日～31日まで、期間限定でワンコインキャンペーンを予定。全  

区間 100円/１乗車とし、本格運行をＰＲするとともに、利用者の増加を図る。 
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生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 

越後交通 

バス路線区間 

「荷頃線」 

Ｒ3.3.31廃止予定 

越後交通 

バス路線区間 

Ｒ1.9.30廃止 
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令和２年 月 日 

 

          長岡市地域公共交通協議会           

     会 長  茂 田 井  裕 子 

 

生活交通確保維持改善計画の名称 

 

 長岡市地域内フィーダー系統確保維持計画 

 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

 長岡市内は、鉄道３路線（信越本線、上越線、越後線）が通っており、加えて長岡駅を中

心として、放射状にバスを運行している。各方面への基幹路線は整備され、長岡駅との往来

手段は確保されている。しかし、バス利用者の減少に伴い、行政負担が増える傾向にある。

結果、特に利用者が少なく、採算が見込めない郊外バス路線の維持が困難となり、市民のニ

ーズに対応できなくなってきている。 

 更に長岡市では、少子高齢化の進行、道路網の変化や基幹病院の移転など、公共交通及び

その利用者を取り巻く環境が変化している。また、高齢者の運転免許返納者は年々増加傾向

であることから高齢者自ら運転しなくても良い公共交通網の形成がより一層求められてい

る。 

 これらの状況の変化を受けて、まちづくりとの連携や地域全体を対象とした面的な公共交

通網の再構築を検討するため、平成29年３月に「長岡市地域公共交通網形成計画（以下「網

形成計画」という。）を策定している。 

 栃尾地域においては、高齢化率30～40％（網形成計画Ｐ9参照）かつ過疎地域であり、鉄

道が通っておらず、路線バスが重要な移動手段である。しかし、令和元年9月にバス路線が

廃止された西谷地区ほか当該エリアは、栃尾地域中心部から10㎞以上離れた集落が広範囲に

及ぶ。一般タクシーを利用した場合、買物や通院などの日常利用においても、住民の経済的

負担が大きく、公共交通の確保・維持が必要不可欠である。 

また、長岡駅との基幹バス路線に接続することで、地域外への移動も可能となり、その利

用目的は、通勤・通学・買物・通院と多岐に渡っている。 

このため、令和元年10月から、廃止されたバス路線沿線住民の生活交通手段を確保するた

めに、デマンド型乗合タクシーの実証実験を開始した。この間、運行時間や経路の見直し等、

利便性の向上及び利用促進に向けた啓発を図ることで、安定した運行に繋げることが必要で

ある。更に市内でも有数の豪雪地帯である当該エリアの運行状況を、冬季２シーズンに渡り

検証するため、１年半の期間を設けて実証実験を行い、随時運行を見直しすることとした。

これまでに、利用者の乗車時間が長くなる時間帯がみられたため、見直しを行い、本格運行

では利用者が比較的多い１便を、２便に分割する方針とした。 

以上により、主に自動車での移動が困難である高齢者等の利用者にとって、生活交通の確

保は必要不可欠であり、他に代替する公共交通手段が存在しないことから、現在実施してい

るデマンド型乗合タクシーの運行を確保・維持し、住民の生活交通手段を存続させていくこ

とが必要である。 
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２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

令和３年度・・・乗合タクシーの利用者を１月あたり１７０名以上とする。 

令和４年度・・・乗合タクシーの利用者を１月あたり１８０名以上とする。 

令和５年度・・・稼働率、利用者を高め、運賃収入を平均８０，０００円/月以上 

        とすることで、財政負担率を下げる。 

（参考値） 

 令和元年１０月～令和２年３月の一月あたりの平均値 

 ・利用者１６７名/月、稼働率６０％、運賃収入７３，５００円 

 

（２）事業の効果 

 

・公共交通空白地の高齢者や、マイカーを所有していない住民の移動手段を確保できる。 

・病院、小規模ショッピングセンター、工業団地、栃尾支所（市役所）等の近くに停留所を

設けることで、幅広い目的での利用が期待できる。 

・長岡市中心部と往来する基幹バス路線との接続により、広域的な移動がしやすくなる。 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

・利用者ニーズを把握するためアンケートや地域住民と各自治会での勉強会を実施し、運

賃や運行ダイヤの増便、期間を限定した運賃割引などの利用促進策を検討する。（長岡

市、事業者） 

 ・公共交通空白地における公共交通の確保（網形成計画 P75） 

 ・三者（市民等・交通事業者・行政）による協働・連携の推進（網形成計画 P77） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 
 

・「表１」を添付。 

 ※運行内容の概要については「別添１」参照。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 
 

・運行経費から、運行収入及び国庫補助金を差し引いた額を長岡市が負担する。 

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 

・秋葉タクシー株式会社 

 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

 

該当なし 
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８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの運

行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

 

 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に

準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

該当なし 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

 

該当なし 

 

12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

・「表５」を添付。 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
 

該当なし 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
 

該当なし 
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（２）事業の効果 

   

該当なし 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の負担者【車両

減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとす

る場合のみ】 

 

該当なし 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における収

支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用した

利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

該当なし 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

該当なし 

18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担額

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

20．協議会の開催状況と主な議論  

栃尾地域（西谷地区ほか）における生活交通について 

 

・令和元年５月 31日 道路運送法第 21条に基づく、実証実験（令和元年 10月１日～令 

和３年３月 31日）の内容について説明し、合意を得た。 

  ・令和２年２月 21日 事前予約性タクシーの実証実験及び検証について報告し、意見交

換を行った。 

  ・令和２年６月 10日 道路運送法第４条に基づく本格運行（令和３年４月１日～）に向

けた、計画概要について説明した。また、地域内フィーダー系統確

保維持計画書（案）について承認を得た。 
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21．利用者等の意見の反映状況 

・協議会の構成員には公共交通利用者も含まれ、協議会での意見を参考に計画している。

また、地域の住民の意見を反映させるため、実証実験中である令和２年２月に、実際に乗

合タクシーを利用している方からアンケートに協力してもらった（対象：21 名）。結果を

運行計画作成の参考とした。 

22．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 
長岡地域振興局地域整備部 

長岡地域振興局企画振興部 

関係市区町村 
長岡市都市整備部 

長岡市土木部 

交通事業者・交通

施設管理者等 

東日本旅客鉄道株式会社新潟支社 

越後交通株式会社 

公益社団法人 新潟県バス協会 

一般社団法人 新潟県ハイヤー・タクシー協会 

国土交通省 北陸地方整備局長岡国道事務所 

新潟県警察本部交通部 

地方運輸局 
国土交通省 北陸信越運輸局交通政策部 

国土交通省 北陸信越運輸局新潟運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 

長岡市消費者協会（公共交通利用者） 

長岡市老人クラブ連合会長岡支部（公共交通利用者） 

長岡技術科学大学（学識経験者） 

日本労働組合総連合会新潟県連合会（労働組合） 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）新潟県長岡市大手通２丁目６番地                 

（所 属）長岡市都市整備部交通政策課                 

（氏 名）星野 智史                 

（電 話）0258-39-2267                 

（e-mail）koutuu@city.nagaoka.lg.jp                 

 
注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

また、既存計画部分で生活交通確保維持改善計画の記載項目に合致する部分は、そこか

らの転記や、該当部分を明確にした上での添付などにより活用いただいて差し支えありま

せん。 

 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

各記載項目について、地域公共交通網形成計画及び地域公共交通再編実施計画を作成し

ている場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等と

して引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、地域公共交通

網形成計画及び地域公共交通再編実施計画に定める目標、当該目標を達成するために行う

事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るようにして下さい。また、生活交通

確保維持改善計画全体として、協議会における協議が整った上で提出される必要がありま

す）。 

外客来訪促進計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添

○○計画△節のとおり、等として引用したりすることも可能です。 

    

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 
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表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域内フィーダー系統） 令和３年度

起点 経由地 終点
運行態様の
別

基準ロで該
当する要件

接続する補助対象地
域間幹線系統等との
接続確保策

基準ニで該当
する要件
（別表７のみ）

（注）

１．区域運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域を記することとし、「系統キロ程」について記載を要しない。

２．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

３．「再編特例措置」については、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載する。

４．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行の別を記載すること。

５．「接続する補助対象地域間幹線系統等と接続確保策」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークと、どのように接続を確保するかについて記載する。

６．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。

復　　　ｋｍ
回

往　　　ｋｍ
日

復　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

地域間幹線系統

（越後交通（株）　栃尾・長岡駅大手

口線、栃尾・長岡駅東口線）

栃尾車庫前バス停と接続

①

往　　　ｋｍ
日 回

183日 1,098回 区域運行 ①・②（１）
往　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

長岡市

(1)
栃尾地域(西谷地区
ほか）秋葉タクシー㈱

西谷地区

ほか

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７及び別表９）

市区町村 運行予定者名
運行系統名
（申請番号）

計画
運行
回数

計画
運行
日数

系統
キロ程

運行系統
再
編
特
例
措
置
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運行割合

時間 時間 時間 0.00%

：土曜 ：日曜 ：祝日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 180 180

0 0

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 186 366

0 0

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 180 546

0 0

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 186 732

0 0

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 186 918

0 0

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 月 計 累計

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 180 1098

0 0

３．「1回当たりのサービス提供時間」については、小数点第1位（第2位以下切り捨て）まで算出すること。

実績運行回数

曜 日

計画運行回数

実績運行回数

計画運行回数

実績運行回数

計画運行回数

計画運行回数

実績運行回数

◆生活交通確保持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）交付申請に使用する際の注意点

◆生活交通確保持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）認定申請に使用する際の注意点

１．「申請番号」「運行系統名」の欄については、申請する生活交通確保持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）に記載されたとおり転載すること。

２．各月については計画回数のみ記載すること。

７月

曜 日

８月

曜 日

計画運行回数

実績運行回数

計画運行回数

実績運行回数

６月

合計

計画運行日数 実績運行日数 回計画運行回数 1,098回 実績運行回数 回 計画総サービス提供時間 実績総サービス提供時間183日 #VALUE!１回当たりのサービス提供時間

１．「申請番号」「運行系統名」の欄については、認定された生活交通確保持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）に記載されたとおり転載すること。

５月

曜 日

４月

曜 日

９月

曜 日

地域内フィーダー系統確保維持事業（区域型）運行便数算出表（令和2年10月～令和3年9月）

運 行 系 統 名.　　　　　　　　　　　　（１）自 治 体 名 申 請 番 号長岡市 事 業 者 名 秋 葉 タ ク シ ー ㈱ 栃 尾 地 域 （ 西 谷 地 区 ほ か ）
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議決事項 

 第２号 
令和２年度歳入歳出予算の変更（案）について 

 

１．歳入 

（単位：円） 

款 項 目 

R2年度 

変更予算額 

（A） 

R2年度 

当初予算額 

（B） 

比較 

（A－B） 
説明 

1 負担金 1 負担金 1 負担金 4,000,000 4,000,000 0 長岡市負担金 

2 補助金 1 補助金 1 補助金 53,000,000 43,000,000 10,000,000 
長岡市補助金 

（交付決定済） 

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 0 0 0  

4 諸収入 1 諸収入 1 雑 入 0 0 0  

合計 57,000,000 47,000,000 10,000,000  

 

 

２．歳出 

（単位：円） 

款 項 目 

R2年度 

変更予算額 

（A） 

R2年度 

当初予算額 

（B） 

比較 

（A－B） 
説明 

1 運営費 

1 会議費 1 会議費 500,000 500,000 0 
委員報酬、 

お茶代等 

2 事務費 1 事務費 50,000 50,000 0 
印紙、 

振込手数料等 

2 事業費 1 事業費 1 事業費 56,450,000 46,450,000 10,000,000 

協議会運営業務委託 

バス･タクシー共通割引券事業 

路線バスキャッシュレス 

導入実証実験事業 

3 予備費 1 予備費 1 予備費 0 0 0  

合計 57,000,000 47,000,000 10,000,000  
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協議事項 

第１号 
路線バスキャッシュレス導入実証実験事業について 

 

１．概要 

路線バス事業者と連携し、市内を運行する中央環状バス「くるりん」にキャッシュ

レス決済システムを試行的に導入し、感染リスクの低減、利用者の利便性向上、乗降

時間短縮などの運行効率化等、キャッシュレス化による効果を検証する。 

また、将来的に市内全域へ導入する場合の課題を抽出する。 

 

２．予算額 

  合計 11,500,000円 

  ・キャッシュレス決済システムの導入  

    キャッシュレス決済対応運賃箱、関連機器の設置、調整 

  ・周知・広報用ポスター等作成    

    バス車内、公共・商業施設等掲示用ポスター、チラシ等の作成 

 

  ※書面協議の際は、合計 10,000,000円としていたが、システム導入に係る開発

コストが、当初想定より増額見込み。 

 

３．今後の予定 

 ２月   周知・広報開始 

 ３月   機器設置完了後、運行開始 

 

 

 

 ＜くるりん運行経路＞  

（内回り長岡大橋先回り）11便/日 外回り（長生橋先回り）10便/日 

 
                            （乗車用端末） 
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協議事項 

第２号 
新型コロナウイルス感染症対策事業について 

＜協議会事業＞ 

○バス・タクシー共通補助券事業 

１.目的 

まちなかの回遊や通院・買い物活動など、公共交通利用の回復及びそれに伴う

経済活動の活性化のため、バス・タクシー運賃等の割引を実施 

２.事業内容 

・市政だより 7月号、10月号にバス・タクシー共通 500円補助券を掲載 

（２回合計約 22万部配布） 

・利用する場合、路線バス、コミュニティバス回数券の購入、タクシー乗車のい

ずれかの割引を選択し会計時に使用 

・割引分は、交通事業者で取りまとめた補助券の枚数に応じて協議会が全額負担

する。 

３.割引期間 

   令和 2年 7月 1日～令和 2年 10月 31日 

４.利用状況 

 ７月 ８月 ９月 １０月 合計 

タクシー 
枚数 3,312 2,333 1,806 10,297 17,748 

金額 1,656,000 1,166,500 903,000 5,148,500 8,874,000 

路線バス 
枚数 3,637 2,046 1,712 16,003 23,398 

金額 1,818,500 1,023,000 856,000 8,001,500 11,699,000 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 
枚数 15 12 19 92 138 

金額 7,500 6,000 9,500 46,000 69,000 

計 
枚数 6,964 4,391 3,537 26,392 41,284 

金額 3,482,000 2,195,500 1,768,500 13,196,000 20,642,000 

 

 ５.第２弾の実施について 

  未だ利用の落ち込みが続いている公共交通を支援するため、長岡商工会議所主

催のクオーレパスポート事業と連携し、市政だより 12月号へ第２弾を掲載する。 

 

  割引実施期間 令和 2年 12月 1日～令和 3年 1月 31日 

６.予算額 

   41,500,000円（実績を踏まえ当初予算から 1,500,000円減額） 

 

市政だより 7月号掲載        市政だより 10月号掲載 
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＜参考：長岡市事業＞ 

 

 

公共交通感染防止対策支援事業 

(1)目的 

公共交通利用者及び乗務員の感染防止対策を強化し、市内の安全な移動環境を

確保するため、公共交通事業者に対し、マスクや車内の消毒・飛沫防護等にかか

る費用を支援するもの。 

(2)対象事業者 

・市内で路線バスを運行するバス事業者・車両 

・市内に営業所を置くタクシ－事業者・車両 

(3)対象経費 

・令和２年２月～令和３年３月に購入した、新型コロナウイルス感染拡大防止に

資すると認められる物品、作業にかかる費用（車内消毒・除菌のための資材な

ど消耗品購入費、飛沫防護スクリ－ン設置や消毒作業などの委託料等） 

  上限額：バス １５千円／台   タクシー ８千円／台 

(4)受付期間 

   令和２年７月１日～令和３年３月１０日 

(5)申請状況（R2.10.31現在） 

9社  1,357,665円 

（主な申請内容） 

 マスク、消毒液、空気清浄機、 

 

 

 

公共交通等事業継続支援金 

(1)目的 

新型コロナウイルス感染症による影響が続く中、市内公共交通網及び市民の送

客維持に努めているバス事業者やタクシー事業者を支援するもの 

(2)対象事業者 

・市内に本社または営業所を置く乗合バス、貸切バス事業者 

・市内に本社または営業所を置くタクシー事業者 

(3)支援額 

・バス ３０千円／台   タクシー ２０千円／台 

(4)受付期間 

   令和２年８月２４日～令和３年２月１９日 

(5)申請状況（R2.10.31現在） 

15社  7,190,000円 
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協議事項 

 第３号 
和島地域デマンド型乗合タクシー実証運行について 

 

１．概要 

公共交通空白地が広がっており、路線バスの本数が限られている（3.5 往復／日）

和島地域において、自家用車に頼ることのできない、地域住民の生活交通確保へ向け

た取り組みを進めるもの。 

 

２．取組内容 

（１）割烹バスによる無償試験運行の実績 

 

表 1 割烹バス試験運行実績（1年間） 

期間 令和元年 9月 9日～令和 2年 9月 28日 

運行区域 和島高畑・日野浦・和島中沢・梅田地域 

運行頻度 
平日 2日/週 9/9～1/6は 1日 4便 1/10～3/13は 1日 3便 

4/13～9/28は 1日 2便 

利用者数 延べ 138人（同じ人が複数回利用） 約 2.0人/便 

稼働率 約 26.7％（68便/255便） 

 

 （２）デマンド型乗合タクシーによる実証運行 

  ・令和 2年 7月 17日第 2回和島地域生活交通検討委員会にて承認後、10月から

運行開始。地域への周知は、長岡技術科学大学都市交通研究室の学生の協力を得

て行った。 

 

表 2 デマンド型乗合タクシー実証運行概要 

期間 令和 2年 10月１日～令和 3年 9月 30日（予定） 

根拠法令 道路運送法第 21条 

運送事業者 寺泊交通㈱ 

使用車両 
ジャンボタクシー車両（乗客 9名定員）1台 

小型タクシー車両（乗客 4名定員）1台 

運行区域 
和島地域（地域全域） 

与板地域（よいたコミュニティセンター、与板仲町バス停） 

運行頻度 
毎週 火・木・金曜日 午前 8時～13時毎時便 6便/日 

（祝日及び 12/29～1/3は運休） 

利用方法 電話による事前予約制 

運賃 和島地域内 200円 和島地域～与板地域２地点 500円 

乗降位置 停留所は指定せず、ドアツードア運行 与板は乗降場所指定 

 ※令和 2年 10月運行時の概要（11月 17日以降一部変更あり） 

 

 



15 

 

■令和 2年 10月～実証運行区間 

 
 

表 3 デマンド型乗合タクシー運行実績（1か月間） 

期間 令和 2年 10月 1日～令和 2年 10月 31日（うち、14日間） 

利用者数 延べ 21人 約 1.2人/便 

稼働率 約 20.2％（17便/84便） 

 ※主な目的地・・・病院、美容室 

 

 （３）今後の利用促進に向けた取組 

  ・予約時間：前日までの予約のみとしていたが、当日 1時間前までの予約を可能

とした。 

   ※11月 17日より開始。 

  ・運行便数：13時便を廃止、午後 4便（14時、15時、16時、17時 支所発便）

を追加し、住民ニーズ・需要を把握。3 か月程度の試行を予定しており、その

結果を元に運行見直しを行う予定。 

   ※令和 2年 12月１日～令和 3年 2月 26日（期間限定）。  

  ・参考資料 P3のとおり、作成した啓発チラシにて、周知拡大を行う。 

与板仲町バス停 

よいたコミュニティセンター 

割烹バス 

試験運行エリア 

和島地域 


